
複合約定ロジック構築に向けた考え方の整理等について

２０２１年３月３０日

需給調整市場検討小委員会 事務局

第２２回需給調整市場検討小委員会
資料２



2本日ご議論いただきたい内容

 需給調整市場では、調整力に求める要件を細分化し商品毎に調整力を調達することにより、特定の能力だけを持
つリソース等であっても市場への参加が可能になることで、新規参入事業者の増加によって競争が促進され、調整力
の調達コストの低減に寄与するとして整理されているところ。

 また、不等時性を考慮して単一のリソースが同一領域を共用して複数商品に入札することが可能であれば、こうした
リソースを活用することで調達量を低減することができるため、この点についても調達コストの低減に寄与すると考えら
れる。

 今回、調整力の調達コストの低減を目的として、こうした要素を最適に組み合わせて落札リソースを決定するロジック
（複合約定ロジック）の考え方を整理したことから、本日ご議論いただきたい。



3本日の議論の対象

出所）第18回需給調整市場検討小委員会（2020.8.7）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_18_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_18_haifu.html


4複合約定ロジックに関する検討の背景

 これまでの本小委員会において、不等時性を考慮した複合約定時の必要量の考え方を踏まえ、調達量や調達費用
の低減については、需給調整市場システムに実装を検討している複合約定ロジックで対応することと整理されている。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019.11.5）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


5需給調整市場開設の目的を踏まえた複合約定ロジックの考え方について

出所）第11回需給調整市場検討小委員会（2019.4.25）資料4-2-2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_11_haifu.html

 需給調整市場の開設にあたっては、市場において調整力を取引することによって、調整力の調達コスト低減および調
達プロセスの透明性、公平性の向上を期待して、市場設計の検討を進めてきたところ。

 特に、商品の細分化については、特定の能力だけを持つリソース等でも市場へ参加が可能となり、新規参入が増える
ことで競争が促進され、調達コストの低減に資すると整理されていることから、複合約定ロジックの検討にあたっても、こ
うした考え方を踏まえる必要がある。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_11_haifu.html
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不等時性を考慮した場合の調達イメージ商品毎に調達した場合の調達イメージ

不等時性を考慮した場合の調達に関する考え方について

調達量合計:165

調達量

最大値は同時に発生しない

不等時性を
考慮した

調達量低減

一次必要量：30
一次

三次

二次

+

二次必要量：40

+

三次必要量：95 単一リソースで複数商品への
入札が可能なリソースを活用

調達量
一次

二次 三次

調達量合計:120

複合的
に約定

【不等時性を考慮した調達による調達量低減のイメージ】

①

②

③

①+②+③>④

 商品の細分化を行った主旨を踏まえると、それぞれの商品毎に公平に競争し、そのなかで安価なものから落札される
ことが基本と考えられる。

 他方で、商品毎の必要量の最大値となる時点は必ずしも同時に発生するものではないことを踏まえると、単一のリ
ソースが同一領域を共用して複数商品に入札することが可能であると考えられることから、こうしたリソースを活用する
ことで、不等時性を考慮した調達が可能となり、調達量合計の低減を図ることができる。

 この調達量合計の低減は、調達コストの低減にも資すると考えられることから、単一のリソースで複数商品への入札
が可能な場合、こうした入札方法を許容することとしてはどうか。

④

※簡略化のため、二次①と二次②を「二次」、三次①を「三次」と表記



7（参考）不等時性を考慮した複合約定時における必要量のイメージ

出所）第6回需給調整市場検討小委員会（2018.10.9）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html
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個別に調達した場合 商品毎の必要量を充足 複合約定時の必要量を充足

不等時性の考慮を前提とした調達量の考え方について

 単一のリソースで複数商品へ入札する仕組みを導入するにあたり、一次～三次①の各商品の不等時性を考慮した
必要量は、第14回本小委員会において、一次～三次①の合成値で算定すると整理されているところ。

 他方、不等時性を考慮して調達量合計を圧縮した場合であっても、一般送配電事業者が需給調整市場で調達し
た調整力を用いて周波数調整等を行う場合、商品毎にそれぞれ対応する事象が異なっていることから、商品毎に需
給調整に必要な調整力の最大値を満たすよう、調達量を確保しておく必要がある。

 このことから、単一のリソースで複数商品への入札が可能とした場合における約定結果としては、一次～三次①の合
成値を充足し、かつ商品毎の必要量も充足している必要があると考えられるのではないか。

三次

二次

一次

三次

二次

一次

三次

二次

一次

一次～三次①の合成値

商品毎必要量の合計値

（調達量）

and

※簡略化のため、二次①と二次②を「二次」、三次①を「三次」と表記



9（参考）不等時性を考慮した複合約定時における必要量の算定方法

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019.11.5）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html
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「落札価格の低減」および「調達量の低減」を考慮した約定下記いずれのリソースも入札を許容

調達コストの低減を目的とした複合約定ロジックの導入について

上記を最適化した考え方（複合約定ロジック）を導入した調達手法によりコスト最小化を実現

単一商品のみ
入札可能なリソース

複数商品を複合的に
入札可能なリソース

【複合約定ロジックの導入イメージ】

（異なるリソース）

三
次

二
次

一
次

三次

二次

一次

（同一リソース）

+

（価格）

（調達量）一次
二次

三次

一次 二次 三次

不等時性
の考慮

競争の促進

 前述の通り、単一のリソースで複数商品に入札可能なリソースについては、複合的な入札を許容することで、不等時
性を考慮した調達が可能となり、調達量合計の低減、ひいては調達コストの低減に寄与することが考えられる。

 他方、単一商品にのみ入札可能なリソースは、当該商品のみの落札となり商品の合成による調達量合計の低減と
はならないが、商品毎の競争がより一層促進されることから、商品の細分化に関する考え方とも合致する。

 このことから、商品毎の必要量および不等時性を考慮した必要量を充足させることを前提に、単一商品での入札お
よび複数商品の複合入札の双方を許容し、落札価格が最も安価となるように、それら入札を最適に組み合わせ
る考え方を「複合約定ロジック」として整理し、これを前提とした調達を実施することとしてはどうか。

※簡略化のため、二次①と二次②を「二次」、三次①を「三次」と表記
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複数商品への複合入札の方法（例）

複数商品へ複合入札する場合の考え方について

 単一のリソースで複数商品に入札することが可能なリソースについては、発電計画として発電することが確定している
領域を除いたΔkWとして供出可能な範囲において、各商品を入札することになる。

 その際、複数商品への複合入札を実施する方法としては、当該リソースにおける応札可能量が最も大きな商品を入
札したうえで、他の商品はそれぞれを内数として全量入札する（例：三次①の内数として、二次・一次を入札する
等）ことを基本としてはどうか。

 なお、複合約定ロジックの導入を前提とした入札ケースを想定すると、単一リソースで複数商品に入札可能なリソース
は「複数商品への複合入札」 または「単一商品への入札」の２つの入札方法から選択することが可能となるが、複数
商品への複合入札単価と、単一商品への入札単価が同額の場合は、調達量の低減によりさらなる調達コスト低減
が図れることから、前者が優先して約定される可能性が高くなる。

複合約定ロジック導入時における約定の考え方

同一価格の場合、複数商品への複合入札が優先される可能性大

＜単一商品として入札＞＜複数商品への複合入札＞

三次

二次
一次

発電計画

三次

発電計画

三次

二次

一次

発電計画

供
出
可
能
量

①最大量を入札 ②内数として全量入札

※簡略化のため、二次①と二次②を「二次」、三次①を「三次」と表記



12複数商品への複合入札時のリクワイアメント等について

 複数商品へ複合入札した場合、これらが落札された時点で需給調整市場に関する契約関係が成立することから、
単一商品で落札された場合と同様、複数商品が同時に落札された場合においてもそれぞれのリクワイアメント等を満
たす必要があるのではないか。

 なお、一次～二次②の個別アセスメントや複数商品の信号受信時におけるアセスメント方法等については今後詳細
を検討することから、こうした中で複合約定ロジック導入時における考え方もそれぞれ整理することとする。

 また、複数商品を同時に落札したリソースが、実需給断面においてどのように運用されるのか等を確認のうえ、今後、
一次～三次①商品毎の必要量や複合約定時の必要量を検討する際に、今回整理した複合約定ロジックの評価も
合わせて行うこととしたい。



13複合約定ロジックを導入することに伴う留意事項

 前述の通り、複合約定ロジックにおいては、複数商品に入札可能なリソースと単一商品のみ入札可能なリソースの入
札単価が同額の場合、調達量の低減によりさらなる調達コストの低減が図れることから、前者が約定される可能性が
高くなるものと考えられる。

 そのため、一次～三次①の全ての機能を有する電源がより約定されやすくなることとなり、例えば、一次のみへの参入
を希望するリソースについては、その場合、相対的に約定されにくい可能性があることから、今後の一次～三次①の必
要量等の検討に合わせた複合約定ロジックの詳細評価の結果等も確認しつつ、必要に応じて国とも連携をして、検
討を進めることとしたい。

三次

二次

一次

10

三次

二次

一次

10

2
5

α円/kWα円/kWα円/kWα円/kW

＜単一商品のみ入札可能なリソース＞ ＜複数商品に入札可能なリソース＞

＋＋

調達コスト：α×17 調達コスト：α×10

優先的に
約定される

※入札単価が同額の場合の例

※簡略化のため、二次①と二次②を「二次」、三次①を「三次」と表記
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 需給調整市場に関する情報公開については、国の制度設計専門会合においてその内容が整理されているところであ
るが、複合約定ロジックを導入することにより、その内容に影響を与える可能性があるため、その取扱いについては、
2024年度の市場取引開始に向けて、国の制度設計専門会合において検討することとしてはどうか。

需給調整市場における情報公開について

出所）第41回 制度設計専門会合（2019.9.13） 資料6をもとに作成
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/041_06_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/041_06_00.pdf


15まとめ

 複合約定ロジックに関する基本的な考え方について、以下の通りとしてはどうか。

 複数商品への複合入札を許容した場合における約定結果は、商品毎の必要量および不等時性を考慮した必
要量を充足させる。

 上記必要量を充足することを条件としたうえで、価格が最も安価となるように、単一商品での入札および複数商
品への複合入札を最適に組み合わせる考え方を「複合約定ロジック」として整理する。

 複数商品への複合入札を実施する方法は、当該リソースにおける応札可能量が最も大きな商品を入札したうえ
で、他の商品は、それぞれを内数として全量入札することを基本とする。

 複数商品への複合入札として落札した場合には、内数として入札した他の商品についても需給調整市場に関す
る契約関係が成立することから、それぞれの商品のリクワイアメント等を満たす必要がある。

 なお、複数商品を同時に落札したリソースが、実需給断面においてどのように運用されるのか等を確認のうえ、今後、
一次～三次①各商品毎の必要量や複合約定時の必要量を検討する際に、今回整理した複合約定ロジックの評
価も合わせて行うこととしたい。


